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宮崎県から得られた日向灘初記録のフエフキダイ科魚類オオフエフキ

渋谷駿太 1・三木凉平 2・本村浩之 3

A single specimen (330.0 mm standard length) of Lethrinus 
microdon Valenciennes, 1830 (Perciformes: Lethrinidae) was 
collected from off Kushima City, southern Miyazaki Prefecture, 
eastern Kyushu, Japan. In Japanese waters, L. microdon has 
previously been recorded only from the southwestern Satsuma 
Peninsula, the Osumi Islands, and the southern Ryukyu Islands. 
Thus, the Miyazaki specimen, herein described in detail, rep-
resents the first record of the species from the Hyuga-nada.
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 Abstract

フエフキダイ科フエフキダイ属 Lethrinusは背鰭，胸鰭，

および臀鰭軟条数がそれぞれ通常 9，13，および 8である

ことや頬部が無鱗であることなどによって特徴づけられ

（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001），日本から 19種

が知られている（島田，2013；本村，2020）．このうちオ

オフエフキ Lethrinus microdon Valenciennes, 1830は主に沖

縄諸島以南の琉球列島に分布し（島田，2013），2017年に

発行された環境省版海洋魚類レッドリストにおいて，アマ

クチビ Lethrinus erythracanthus Valenciennes, 1830，アマミ

フエフキ Lethrinus miniatus (Forster, 1801)，およびヤエヤマ

フエフキ Lethrinus reticulatus Valenciennes, 1830のフエフキ

ダイ属魚類 3種とともに準絶滅危惧種に指定されている

（環境省，2017）．

2020年 10月に宮崎県串間市沿岸からオオフエフキに同

定される魚類 1個体（標準体長 330.0 mm）が採集された．

本標本は本種の宮崎県からの初記録ならびに日向灘からの

初めての記録となるためここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Carpenter and Allen (1989)にし

たがった．側線上方横列鱗数は背鰭基底の小鱗を含め，背

鰭第 5棘直下から側線鱗のひとつ手前までの 1横列の鱗数

を計数した．標準体長（standard length）は体長または SL

と表記した．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮時

の色彩の記載は，固定前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）

に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本

村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されている．本

研究における日向灘の範囲については Iwatsuki et al. (2017)

にしたがった．

Lethrinus microdon Valenciennes, 1830

オオフエフキ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 147804，体長 330.0 mm，宮崎県串間市

沿岸（31°22ʹ43ʺN, 131°18ʹ30ʺEから 31°22ʹ12ʺN, 131°18ʹ41ʺE

の間），水深 10–20 m，2020年 10月 19日，定置網，河野忠重・

河野誠也．

記載　計数形質と体各部の SLに占める割合を Table 1

に示した．体は前後方向に長い楕円形でやや側扁し，背鰭

第 6棘基部付近で最大となる．体背縁は吻端から背鰭第 5

棘基部にかけて上昇し，そこから尾柄前部にかけて下降す

る．体腹縁は下顎先端から肛門にかけて緩やかに下降し，

そこから尾柄前部にかけて緩やかに上昇する．上顎の先端

は下顎の先端よりも僅かに前方に突出する．鼻孔は 2対で

僅かに離れ，両鼻孔は眼の前方に位置する．前鼻孔は正円

に近い円形で皮弁を有する．後鼻孔は前後方向に長い楕円

形．眼と瞳孔は正円形．背鰭起部は腹鰭起部より僅かに前

方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上にそれぞれ位置する．
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胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方，胸鰭基底下端

は背鰭起部直下よりも前方にそれぞれ位置する．胸鰭後端

はやや尖り，背鰭第 9棘基部直下に位置する．たたんだ腹

鰭の後端は肛門に達する．臀鰭起部は背鰭第 10棘基部直

下の後方に位置する．尾鰭は二叉型を呈し，後縁は僅かに

湾入する．背鰭，臀鰭，腹鰭，および胸鰭基底内側は無鱗．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体の地色は淡い茶色で

体腹面は白色を呈する．頭部と体側には暗色斑が不規則に

散在する．吻部に眼から放射状に伸びる 3本の暗色線が

ある．背鰭と臀鰭は赤色で，緑色斑が不規則に散在する．

胸鰭は淡い橙色を，腹鰭と尾鰭は赤色を呈する．

分布　Lethrinus microdonはアフリカ東岸からパプア

ニューギニアにかけてのインド・西太平洋から記録され

ている（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001; Allen and 

Erdmann, 2012）．日本国内では鹿児島県南さつま市（九州

南西部），大隅諸島，および沖縄諸島以南の琉球列島から

のみ記録されていたが（島田，2013；萬代ほか，2017；和

田ほか，2019），本研究により日向灘（宮崎県串間市）に

おける分布も確認された．

備考　日向灘産標本は，背鰭第 5棘直下における側線

上方横列鱗数が 5である，唇を含めない吻長が頬部高の

1.3倍である，頭長（111.4 mm）が体高（111.9 mm）と同

程度である，頭部背縁が直線的である，および吻部に眼

から放射状にのびる 3本の暗色線をもつことなどの特徴

が，Carpenter and Allen (1989)，Carpenter (2001)および島

田（2013）の報告した L. microdonの標徴とよく一致した

ため，本種に同定された．

島田（2013）は日本におけるオオフエフキの分布域が

沖縄諸島以南の琉球列島であることを示した．その後，萬

代ほか（2017）が大隅諸島近海から，和田ほか（2019）が

鹿児島県南さつま市から本種（各 1個体）を報告したこと

によって，オオフエフキの沖縄諸島以北における分布が確

認された．

これまで宮崎県を含む日向灘からはイソフエフキ

Lethrinus atkinsoni Seale, 1910， イ ト フ エ フ キ Lethrinus 

genivittatus Valenciennes, 1830， フ エ フ キ ダ イ Lethrinus 

haematopterus Temminck and Schlegel, 1844，マトフエフ

キ Lethrinus harak (Forsskål, 1775)，ハマフエフキ Lethrinus 

nebulosus (Forsskål, 1775)，キツネフエフキ Lethrinus oliva-

ceus Valenciennes, 1830，ハナフエフキ Lethrinus ornatus 

Valenciennes, 1830，およびホオアカクチビ Lethrinus rubrio-

perculatus Sato, 1978のフエフキダイ属魚類 8種が記録され

ていた（Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，2019）．和田ほか

（2019）の報告以降，九州におけるオオフエフキの報告は

確認されていないため，本研究での調査標本は本種の宮崎

県からの初記録であり，日向灘における初めての記録とな

る．

太田ほか（2008）は八重山海域における主要沿岸性魚

類について体長・体重測定調査をおこない，2005年 3月

から 2007年 6月にかけて準絶滅危惧種であるアマクチビ

（40個体）とヤエヤマフエフキ（29個体）が漁獲されたこ

とを報告したが，本報告にオオフエフキは含まれていない．

日本における本種の分布域を考慮すると，オオフエフキが

準絶滅危惧種に指定されるフエフキダイ属魚類のなかでも

日本近海における個体数が少ない種である可能性が考えら

れる．　

Fig. 1. Fresh specimen of Lethrinus microdon (KAUM–I. 147804, 330.0 mm SL, off Kushima City, southern Miyazaki Prefecture, 
Hyuga-nada, Japan).
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 Preorbital width 13.8 14.5 12.9
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